
駐
屯
地
は
３
月
30
日
（
土
）、
飯
塚

駐
屯
地
創
立
57
周
年
及
び
第
２
高
射
特

科
団
創
隊
50
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し

ま
し
た
。

記
念
行
事
は
式
典
に
先
立
ち
、
今
年

１
月
１
日
（
月
）
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ
の

哀
悼
の
意
を
表
し
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
記
念
式
典
、
観
閲
行

進
、
訓
練
展
示
等
を
観
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
他
装
備
品
展
示
、
体
験
試

乗
、
子
ど
も
広
場
等
様
々
な
催
し
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
数
年
間
に
わ
た
っ
て
我
々
の

諸
活
動
を
制
約
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
無
く
な
っ
て
初
め
て
の

記
念
行
事
で
あ
り
、
屋
外
売
店
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
嶋
田
学
園
飯
塚
高
等
学
校

と
の
コ
ラ
ボ
ス
イ
ー
ツ
「
い
い
な
コ
ッ

タ
」の
限
定
販
売
等
飲
食
も
解
禁
さ
れ
、

約
４
３
０
０
名
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
飯
塚
駐

屯
地
は
今
度
も
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

成
長
し
て
い
く
所
存
で
す
。

引
き
続
き
飯
塚
駐
屯
地
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

駐
屯
地
は
２
月
23
日
（
金
）、

飯
塚
市
に
あ
る
「
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス

モ
ス
コ
モ
ン
」
に
お
い
て
令
和
５

年
度
「
音
楽
の
夕
べ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

飯
塚
市
で
は
平
成
30
年
２
月
以

来
、
５
年
ぶ
り
27
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
演
奏
会
に
は
飯
塚

駐
屯
地
音
楽
部
の
ほ
か
、
福
岡
市

に
所
在
す
る
陸
上
自
衛
隊
第
４
音

楽
隊
、
北
九
州
市
に
所
在
す
る
小

倉
駐
屯
地
太
鼓
部
「
小
倉
ひ
び
き

太
鼓
」
も
出
演
し
ま
し
た
。

１
０
０
０
名
を
超
え
る
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
限
ら
れ
た
お

時
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
皆

様
と
と
も
に
音
楽
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
ま
し
た
こ
と
は
、
駐
屯
地

司
令
を
は
じ
め
出
演
者
、
並
び
に

勤
務
に
あ
た
っ
た
ス
タ
ッ
フ
は
と

て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
来
場
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

飯
塚
駐
屯
地
「
音
楽
の
夕
べ
」
開
催

記
念
行
事

福津市

宗像市

古賀市

鞍
手
町

宮若市

直方市

小
竹
町

桂
川
町

田川市

川
崎
町

赤
村

大
任
町

嘉麻市

飯塚市

添田町

香
春
町

福智町

糸田町

今回は飯塚駐屯地が担任する災害隊区の
うち北側5市2町を担当する部隊「第2施
設群」及び「第102高射直接支援大隊」
をご紹介します。

～ 後 編 ～～ 後 編 ～
災害隊区

特集

大橋司令

発　　行
陸 上 自 衛 隊
飯 塚 駐 屯 地 広 報 室

印　　刷
ダ イ ワ 印 刷 株 式 会 社

飯塚駐屯地
広報誌

飯塚駐屯地創立57周年
第2高射特科団創隊50周年

記念行事

飯塚駐屯地音楽部・第4音楽隊合同演奏 第4音楽隊

飯塚駐屯地音楽部小倉駐屯地「小倉ひびき太鼓」

（1） 筑 豊 2024年（令和6年）5月15日第14号



皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
本
部
管
理
中
隊

で
す
。

中
隊
は
、
第
１
線
で
活
動
す
る
部
隊
の

た
め
の
後
方
支
援
、
通
信
・
連
絡
の
確
保

を
任
務
と
し
て
お
り
、
第
２
施
設
群
担
当

隊
区
全
般
の
、
偵
察
・
補
給
・
通
信
・
衛

生
と
い
っ
た
各
機
能
を
も
っ
て
第
２
施
設

群
が
担
任
す
る
４
市
２
町
（
直
方
市
、
宗

像
市
、
福
津
市
、
宮
若
市
、
小
竹
町
、
鞍

手
町
）
の
ど
の
地
域
に
如
何
な
る
事
態
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と

し
て
、
そ
こ
で
活
動
す
る
仲
間
を
支
え
る

中
隊
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
我
々
の
存
在
が
地
域
の

皆
様
の
安
心
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、

日
々
訓
練
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
直
方
市
、
宮
若
市

及
び
小
竹
町
を
担
当
す
る
第
３
６
７
施
設
中

隊
で
す
。

施
設
科
部
隊
は
、
災
害
発
生
時
、
人
命
救

助
、
捜
索
は
も
ち
ろ
ん
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
や

ド
ー
ザ
な
ど
の
重
機
を
駆
使
し
て
、
瓦
礫
の

除
去
や
道
路
啓
開
な
ど
の
多
様
な
任
務
を
遂

行
す
る
部
隊
で
す
。

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
い

つ
ど
の
よ
う
な
状
況
で
発
生
す
る
か
予
想
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
平
素
の
段
階
か
ら

地
域
の
皆
様
と
連
携
し
て
信
頼
関
係
を
構
築

し
、災
害
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
我
々

の
中
隊
も
自
治
体
の
各
種
行
事
や
防
災
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
物
心
両
面
の
準
備

を
万
全
に
し
、日
々
の
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
自
衛
隊
に
対
す
る
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
宗
像
市
、
福
津
市

及
び
鞍
手
町
を
担
当
し
ま
す
第
４
０
１
施
設

中
隊
で
す
。

我
々
は
、
武
力
攻
撃
事
態
対
処
に
係
る
訓

練
は
も
と
よ
り
、
地
震
・
水
害
等
の
自
然
災

害
に
備
え
、
災
害
対
処
に
係
る
訓
練
、
担
任

地
域
の
危
険
箇
所
の
調
査
等
を
自
治
体
の
皆

様
と
連
携
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
各
自
治
体
で
行
わ
れ
た
防
災
会

議
、
総
合
防
災
訓
練
、
防
災
研
修
等
へ
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
即

応
・
対
応
能
力
の
向
上
並
び
に
関
係
自
治
体

の
皆
様
と
の
連
携
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
災
害
発
生
時
に
お
い
て
如
何
な
る

任
務
に
も
即
応
で
き
る
態
勢
を
維
持
し
て
い

く
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を
更
に

深
め
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、

皆
様
の
自
衛
隊
に
対
す
る
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
古
賀
市
を
担
当
し

ま
す
第
１
０
２
高
射
直
接
支
援
大
隊
で
す
。

大
隊
は
、
主
と
し
て
第
２
高
射
特
科
団
が

保
有
す
る
装
備
品
等
の
整
備
を
担
任
す
る
部

隊
と
し
て
訓
練
及
び
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る

一
方
、各
種
自
然
災
害
に
即
応
す
べ
く
、日
々

の
訓
練
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
令
和
５
年
11
月
19
日
（
日
）、
古
賀

市
で
開
催
さ
れ
た
「
ま
つ
り
古
賀
」
を
支
援

し
、
大
隊
の
装
備
す
る
野
外
炊
具
１
号
で
豚

汁
６
０
０
食
を
提
供
す
る
な
ど
、
平
素
よ
り

地
域
の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
各
種
行
事
を
通
じ
て
古
賀
市
と
の

連
携
を
深
め
、
各
種
自
然
災
害
及
び
不
測
の

事
態
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災害隊区担当部隊のご紹介

まつり古賀での炊き出し
大隊長　槙2佐

第102高射直接支援大隊 担当隊区：古賀市

大型ダンプでの運搬
中隊長　安西1尉

第401施設中隊 担当隊区：宗像市・福津市・鞍手町

油圧ショベルでの掘削
中隊長　梅井1尉

第367施設中隊 担当隊区：直方市・宮若市・小竹町

災害派遣（給水支援）準備
中隊長　竹内1尉

第2施設群本部管理中隊 担当隊区：全般（直方市・宗像市・福津市・宮若市・小竹町・鞍手町）

（2）筑 豊2024年（令和6年）5月15日 第14号



第
３
高
射
特
科
群
は
、
３
月
４
日

（
月
）
第
27
代
群
長　

枝
次
聖
徳
１

等
陸
佐
の
着
任
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

枝
次
群
長
は
、
着
任
に
際
し
「
即

応
し
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
ま
た

日
々
変
化
す
る
情
勢
及
び
状
況
に
柔

軟
に
対
応
し
、
常
日
頃
か
ら
戦
え
る

部
隊
を
創
造
す
る
た
め
、個
人
の
力・

組
織
の
力
を
集
結
し
、
強
く
逞
し
く

事
に
あ
た
る
こ
と
が
必
要
」と
述
べ
、

い
か
な
る
任
務
も
遂
行
す
る
強
靭
な

第
３
高
射
特
科
群
を
創
造
す
る
た
め

『
日
々
、
着
実
な
一
歩
を
』
を
要
望

事
項
と
し
て
揚
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
本
日
ま
で
脈
々
と
築
い
て
こ
ら
れ

た
群
の
伝
統
を
更
に
充
実
、
発
展
さ

せ
る
べ
く
隊
員
と
と
も
に
、
率
先
陣

頭
職
務
に
邁
進
す
る
」
と
誓
い
、
着

任
の
辞
と
し
ま
し
た
。

群
は
、枝
次
群
長
を
核
心
と
し
て
、

い
か
な
る
任
務
も
完
遂
す
る
強
靭
な

第
３
高
射
特
科
群
を
具
現
す
べ
く
、

日
々
の
任
務
を
着
実
に
遂
行
す
べ

く
、隊
務
等
に
精
励
し
て
い
き
ま
す
。

第
２
高
射
特
科
団
本
部
付
隊
は

２
月
13
日
（
火
）
か
ら
２
月
14
日

（
水
）
ま
で
の
間
、
黒
石
原
演
習

場
に
お
い
て
令
和
５
年
度
レ
ー
ダ

班
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
検
閲
実
施
に
あ
た
り

「
任
務
達
成
」
を
隊
長
要
望
事
項

に
掲
げ
、
レ
ー
ダ
班
長
指
揮
の

も
と
、
日
頃
の
練
成
成
果
を
十

分
に
発
揮
す
べ
く
、
班
員
一
丸

と
な
り
野
外
行
動
に
お
け
る
部

隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の

基
礎
動
作
を
主
検
閲
項
目
と
し

て
実
施
し
て
、
部
隊
行
動
能
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、班
長・

組
長
の
実
員
指
揮
能
力
を
向
上

さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
訓
練
検
閲
を
通
じ
問
題

点
を
把
握
し
て
、
じ
後
の
訓
練
の

資
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊

第
１
直
接
支
援
中
隊
は
、
１
月
10

日
（
水
）
か
ら
３
月
26
日
（
火
）

ま
で
の
間
、
飯
塚
駐
屯
地
に
お
い

て
陸
士
特
技
課
程
「
施
設
機
械
整

備
」
の
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

中
隊
は
、
主
と
し
て
第
２
施
設

群
の
装
備
品
等
の
整
備
を
実
施
す

る
部
隊
で
、
年
間
約
70
件
の
車
検

を
行
う
等
、
装
備
品
等
を
常
に
良

好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
予
防
整

備
を
日
頃
の
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
装
備
品
等
の
故
障
発
生
の

際
に
は
、
速
や
か
に
対
応
し
故
障

排
除
で
き
る
整
備
の
プ
ロ
集
団
で

す
。本

課
程
教
育
に
お
い
て
も
方
面

内
６
名
の
若
年
隊
員
に
対
し
て
整

備
の
基
礎
を
教
育
す
る
等
、
後
輩

育
成
に
も
力
を
入
れ
、
所
属
人
員

が
少
な
い
な
が
ら
も
、
全
力
で
方

面
施
設
力
の
縁
の
下
の
力
持
ち
と

し
て
部
隊
を
支
え
て
い
ま
す
。

第
２
施
設
群
は
、
自
衛
官

候
補
生
課
程
教
育
を
開
始
し

ま
し
た
。

自
衛
官
候
補
生
た
ち
は
期

待
と
不
安
を
胸
に
こ
こ
飯
塚

駐
屯
地
に
着
隊
し
、
４
月
６

日
（
土
）、
無
事
に
入
隊
式

を
終
え
、
今
日
も
日
々
訓
練

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
自
衛
官
候
補
生
た

ち
の
成
長
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
ご

家
族
及
び
地
域
の
皆
様
に
情

報
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
第
２
施
設
群
の

み
な
ら
ず
駐
屯
地
一
丸
と
な

っ
て
自
衛
官
候
補
生
の
成
長

を
応
援
し
、
未
来
の
自
衛
官

と
し
て
大
切
に
育
て
て
行
き

ま
す
の
で
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。

皆
様
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
２
日
（
火
）、
駐
屯
地
厚

生
セ
ン
タ
ー
に
理
容
店
「
カ
ッ
ト

イ
ン
・
コ
ブ
ラ
」
が
新
規
営
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

「
カ
ッ
ト
イ
ン
・
コ
ブ
ラ
」
は

昭
和
49
年
か
ら
今
年
の
１
月
ま
で

飯
塚
市
川
津
に
て
約
50
年
と
い
う

長
き
に
渡
り
、
豊
富
な
経
験
、
実

績
と
確
か
な
技
術
そ
し
て
無
償
の

笑
顔
と
真
心
で
多
く
の
地
域
の
皆

様
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
こ
ら
れ

た
理
容
店
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、

男
前
な
髪
形
を
専
門
に
担
当
の
店

主
坂
田
博
幸
様（
愛
称
マ
ス
タ
ー
）、

次
に
顔
そ
り
・
フ
ェ
イ
ス
マ
ッ
サ

ー
ジ
は
ま
さ
に
「
神
の
手
」
奥
様

ゆ
り
こ
様
（
愛
称
ゆ
り
マ
マ
）、
そ

し
て
若
者
の
最
新
流
行
を
髪
型
で

自
由
自
在
に
表
現
す
る
「
最
強
の

助
人
」
ご
息
女
か
よ
様
（
愛
称
カ

ヨ
ち
ゃ
ん
）
の
親
子
３
名
で
す
。

理
容
店
を
欠
い
て
約
４
年
「
飯

塚
駐
屯
地
の
お
役
に
立
て
れ
ば
」

と
の
温
か
い
お
言
葉
と
お
力
添
え

を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

飯
塚
共
済
支
部
は
、
駐
屯
地
隊

員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
の
度

の
店
主
皆
様
の
お
力
添
え
を
心
強

く
「
感
謝
の
糧
」
と
し
て
、
駐
屯

地
の
福
利
厚
生
の
更
な
る
活
性
化

と
発
展
に
末
永
く
繋
げ
て
い
く
と

と
も
に
「
カ
ッ
ト
イ
ン・コ
ブ
ラ
」

の
多
く
の
ご
利
用
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
ご
紹
介
と
し
ま
す
。

第
３
６
６
会
計
隊
飯
塚
派
遣
隊

は
、
令
和
６
年
４
月
11
日
（
月
）

に
糧
食
品
の
入
札
を
実
施
し
ま
し

た
。
糧
食
品
の
入
札
は
毎
月
実
施

し
て
お
り
、
隊
員
が
食
堂
で
喫
食

す
る
食
材
の
契
約
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

契
約
業
務
は
糧
食
品
の
契
約
だ

け
で
は
な
く
、
物
品
・
役
務
・
工
事

と
い
っ
た
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
令

和
５
年
度
は
約
４
億
６
，
２
０
０
万

円
の
経
費
を
執
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
契
約
業
務
以
外
に
も
給

与
業
務
や
出
納
業
務
等
様
々
な
業

務
が
あ
り
駐
屯
地
及
び
隊
員
ひ
と

り
一
人
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
そ
の
重
責
を
深
く
認
識

し
て
日
々
の
業
務
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

第
３
高
射
特
科
群
は
、
３
月
21
日

（
木
）
飯
塚
駐
屯
地
に
お
い
て
、
03

式
中
距
離
地
対
空
誘
導
弾
（
中
Ｓ
Ａ

Ｍ
）を
完
全
装
備
す
る
部
隊
と
し
て
、

改
編
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

群
は
、
昭
和
46
年
に
西
部
方
面
隊

初
の
地
対
空
誘
導
弾
ホ
ー
ク
を
装
備
す

る
部
隊
と
し
て
新
編
さ
れ
、
こ
の
度
約

53
年
の
歴
史
に
一
旦
幕
を
閉
じ
、
中
Ｓ

Ａ
Ｍ
を
装
備
す
る
部
隊
と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

諸
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
輝
か

し
い
歴
史
と
伝
統
の
『
不
易
』
な
一

面
と
、
新
た
な
装
備
へ
の
変
換
及
び

任
務
等
の
『
流
行
』
の
両
面
を
重
ん

じ
、
南
西
防
衛
ひ
い
て
は
我
が
国
防

衛
の
最
前
線
で
の
一
翼
を
担
う
部
隊

と
し
て
の
誇
り
を
堅
持
し
つ
つ
、
い

か
な
る
任
務
も
遂
行
す
る
強
靭
な
部

隊
、
ま
た
皆
様
に
愛
さ
れ
る
部
隊
を

創
造
す
べ
く
、
所
属
隊
員
が
一
致
団

結
し
、
日
々
の
任
務
に
邁
進
す
る
所

存
で
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
指

導
及
び
ご
支
援
等
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
３
高
射
特
科
群
改
編
行
事

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊
第
１
直
接
支
援
中
隊

陸
士
特
技
課
程
「
施
設
機
械
整
備
」

第
２
施
設
群
教
育
隊

自
衛
官
候
補
生
課
程
教
育
開
始

第
３
高
射
特
科
群
長
着
任
式

第
２
高
射
特
科
団
本
部
付
隊
レ
ー
ダ
班
検
閲

厚
生
セ
ン
タ
ー
に
理
髪
店
オ
ー
プ
ン

第
３
６
６
会
計
隊
飯
塚
派
遣
隊
契
約
業
務

集
合
写
真

群
長
よ
り
区
隊
旗
の
授
与

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

最
初
の
お
客
様

（
駐
屯
地
司
令
と
業
務
隊
長
）

服
務
の
宣
誓

新編行事集合写真

対空レーダの開設

入札風景

訓練検閲開始式西部方面後方支援隊
最先任上級曹長視察

補給管理システムでの
契約行為書の作成

工具の使い方

出納簿の記帳

着任の辞 着任した枝次群長

カヨちゃんゆりマママスター
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駐
屯
地
は
４
月
５
日
（
金
）

か
ら
４
月
15
日
（
月
）
ま
で
の

間
、
天
皇
杯
・
皇
后
杯
第
40
回

飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会

を
支
援
し
ま
し
た
。

国
内
外
か
ら
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
選
手
が
出
場
す
る
重
要
な
大

会
で
あ
り
、
九
州
車
い
す
テ
ニ
ス

協
会
と
連
携
し
、
会
場
準
備
や

撤
収
、
ま
た
選
手
の
送
迎
等
を

支
援
し
て
、
大
会
の
円
滑
な
運

営
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地

域
連
携
の
強
化
に
務
め
ま
し
た
。

駐
屯
地
は
４
月
上
旬
か
ら
中

旬
、
8
社
59
名
に
対
し
て
隊
内

生
活
体
験
を
支
援
し
ま
し
た
。

主
に
参
加
し
た
の
は
、
地
元

民
間
企
業
や
市
役
所
等
に
今
春

入
社
（
庁
）
し
た
方
々
で
、
基

本
教
練
や
装
備
品
の
装
着
、
行

進
訓
練
等
自
衛
隊
で
な
け
れ
ば

体
験
で
き
な
い
訓
練
だ
け
で
な

く
、
救
急
法
や
土
の
う
積
み
等

の
災
害
時
や
不
測
事
態
に
役
立

つ
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
様
々
な
体
験
を
通
じ

て
、
同
期
の
絆
を
強
固
な
も
の

に
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
及

び
飯
塚
駐
屯
地
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

第
３
高
射
特
科
群　

緒
方
１

尉
は
、
40
年
以
上
の
永
き
に
わ
た

る
勤
務
を
終
え
、
３
月
18
日
付

を
も
っ
て
、
退
官
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
自
衛
隊
勤

務
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

緒
方
１
尉
並
び
に
ご
家
族
の
今

後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

駐
屯
地
は
４
月
５
日
（
金
）、

防
衛
・
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
終
了

式
及
び
委
嘱
式
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
終
了
さ
れ
た
方

は
４
名
で
、
防
衛
省・自
衛
隊
、

ま
た
駐
屯
地
に
対
す
る
建
設
的

な
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
と
も
、

ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
新
規
に

委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
は

６
名
で
今
後
様
々
な
ご
意
見
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

隊
内
生
活
体
験

飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
支
援

退
官
者
紹
介

モ
ニ
タ
ー
終
了
式
及
び
委
嘱
式

① 第 304 基地通信中隊本部
② �この度、基地通信中隊飯塚派遣
隊長を拝命いたしました春口 2
尉です。筑豊の紙面をお借りし
て一言ご挨拶申し上げます。飯
塚駐屯地所在部隊の作戦を支え
る基地システム通信の重責を肝
に銘じ、総力を結集して任務に
邁進して参ります。

2等陸尉　春口 昌郁 1等陸尉　柴田 有望 2等陸佐　槙 繁樹 1等陸佐　枝次 聖徳

① 第 103 施設直接支援大隊本部
② �この度の異動で第 103 施設直接
支援大隊第 1直接支援中隊長に
着任した柴田1尉です。中隊長上
番間、整備支援はもちろんのこと、
災害派遣等においても2施群を直
接支援して地域に貢献できるよう
尽力させていただく所存です。今
後ともよろしくお願いします。

① 九州補給処装備計画部
② �この度、第102高射直接支援大隊
長として着任しました槙2佐です。
第2高射特科団に対する野整備支
援を主たる任務とする他、災害等
において古賀市を担任する部隊長
として、その重責を自覚し、尽力
したいと思います。今後とも引き
続き、よろしくお願いします。

① 陸上幕僚監部防衛部防衛課
② �飯塚は生まれ育った故郷であり、
第 3高射特科群は自衛官勤務を
スタートさせた原隊でもあるた
め、誇りと重責を深く認識し職
責を果たしてまいりますので、
「筑豊」の読者の皆様におかれま
しては、何卒宜しくお願い申し
上げます。

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊

飯
塚
派
遣
隊
長

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊

第
１
直
接
支
援
中
隊
長

第
１
０
２
高
射
直
接
支
援
大
隊
長

第
３
高
射
特
科
群
長

体験喫食

福岡空港での輸送支援

会場準備

行進訓練

選手の送迎支援 終了式及び委嘱式

駐屯地見学（器材研修）

基本教練 駐屯地での見送りの様子 記念写真

第
３
高
射
特
科
群
本
部

１
等
陸
尉　
緒
方　
聡

お問い合わせ先

新着任部隊長紹介
【凡例】
�①前部隊
②ひとこと

フォローよろしく
お願いします!!

陸上自衛隊　飯塚駐屯地広報室 
〒820-0064 飯塚市津島282　☎ 0948-22-7651
Mail：2aab-s3opns-wa@inet.gsdf.mod.go.jp

検索飯塚駐屯地
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